
前面パネル部名称と役割 外形寸法及びパネルカット寸法
この度はＴＴＭ－２００シリーズをご購入頂きまして誠に有難うございます。取扱説明書をお読みの上正しくご使用ください。
本取扱説明書は概略取扱説明書です。詳細の取扱説明書は別途ご用意しております（有償）。

ご使用に際しての注意とお願い ＊大きさにより機能として無い機能も
　この取扱説明書では、機器を安全にご使用して頂く為次の様なマークを使用しています。 　 あります。

　 各機能に付きましては、型式表を
    参照願います。

計器への配線間違いは、故障の原因となり、火災などの事態を招くことも考えられますので結線後、
計器への通電前に必ず配線が正しく行われている事をご確認ください。
本器の改造は、故障の原因となり、火災等の事態を招く事も考えられますので絶対に行わないでください。
配線・・・・ 空端子は中継等の別用途に使用しないで下さい。
操作・・・・ キー操作に先のとがったも物を使わないで下さい。     ＊連続取り付けをする場合、隣りの

出力１～出力７モニタ（出力時点灯）         機器の端子との接続に充分注意
　　　・この取扱説明書は、ご使用になる方へお届け願います ＲＤＹランプ（ＲＥＡＤＹ状態で点灯） 　　　して下さい。
　　　・本書の内容を無断で転載、複写することを禁じます ＣＯＭランプ（通信中点滅）
　　　・本書の内容については予告無く改定される場合があります ＤＩ１～ＤＩ４モニタ（ＤＩ１～ＤＩ４動作時に点灯）
　　　・パスワードを設定した場合は必ずパスワードをお控え下さい ＴＭＲランプ（タイマ動作時に点灯）
製品の確認 設定がタイマ時点灯
１）型式の確認：梱包箱に型式が印刷されていますので、ご注文品と一致している事をご確認願います。 設定が温度時点灯 型式 c 　  ｄ　　Ａ 　Ｂ　 Ｃ　  Ｄ
２）付属品の確認：取り付けアタッチメント。取扱説明書（本書） 測定値表示、キャラクタ表示、タイマ設定時間表示 +0.6 +0.6 60 +0.6
３）型式表 ＴＴＭ－２０□- □ － □ □ － □ □ □ □ □ －　□ 設定値表示、操作量表示、タイマ残時間表示 -0 -0 (☆１) -0

モードキー +0.6 +0.6 +1
フリー電源 画面を切り替える時に使用します -0 -0 -0

4 48x48 Ｓ Ｌ AC/DC24V ファンクションキー（１～５） +0.6 +0.6 +1
5 96x48 Ｑ Ｔ 設定された機能を実行します -0 -0 -0
7 72x72 Ｘ Ｕ アップキー +0.6 +0.6 +1
9 96x96 ＊「Ｘ」は２０４のみ Ｖ 設定値を増加させる時に使用します -0 -0 -0

W 各設定モードを切り替える時に使用します ☆１：ＴＴＭ－２０４にて、ローダケーブル使用時は「ｃ」寸法に注意して下さい。
Ｎ Ｍ ダウンキー
Ｒ ＊２０７はＷ（イベント３のみ）と出力７のどちらか選択 設定値を減少させる時に使用します 取り付け方法
Ｐ ＊２０４，２０７は「ＳＴ」、「ＳＶ」、「ＵＶ」の組み合わせのみ 各設定モードを切り替える時に使用します
Ａ ●ＴＴＭ－２０４
Ｋ Ｙ
Ｊ ＊２０４は選択不可 ●ＴＴＭ－２０４
Ｆ
Ｇ Ａ
Ｉ Ｒ
Ｈ ＊２０４は出力５～７選択不可

環境条件 ＊２０７は出力６選択不可
１）使用温湿度範囲：０～５０℃、２０～９０％ＲＨ（結露なき事）
２）保存温湿度範囲：－２０～７０℃（氷結、結露なき事）、５～９５％ＲＨ（結露しない事）
３）設置環境：①腐食性ガス、粉塵、油などの無い所及び水がかかる所、温度変化の激しい所
　　　　　　　　 ②電気ノイズ発生源からなるべく離れており、電磁界の影響の少ない所 ●ＴＴＭ－２０５／２０９
　　　　　　　　 ③機械的振動、衝撃などが極力無い所
　　　　　　　　 ④直射日光が当たらない所
　　　　　　　　 ⑤設置カテゴリⅡ

制御を行う前に ●ＴＴＭ－２０５／２０７／２０９
＊本製品は設定記憶用に不揮発生メモリを使用しています。設定は電源を切っても記憶されます。
＊本製品は入力種類を切り替える事が出来ます。（熱電対・測温抵抗体・電圧・電流）
　 ご使用時は入力の種類と製品の入力設定を合わせてください。
＊本製品はＰＩＤ制御とＯＮ／ＯＦＦ制御を行うことが出来ます。それぞれの制御特徴は次の通りです
　 制御特徴を踏まえて選択をして下さい。
※セルフチューニングは制御開始時又はＳＶ変更時にＰＩＤの定数を自動的に演算し制御に反映します。

長所
短所 ●ＴＴＭ－２０７

       センサからシステムまでを創造する ホームページアドレス http://www.toho-inc.com
           東邦電子株式会社 E-mail アドレス info@toho-inc.co.jp
■本　　　社 〒229-1125 神奈川県相模原市田名塩田一丁目13番21号
☎（042）777-3311㈹ FAX（042）777-3751 ＊アタッチメント取り外し方法
■東京営業所 〒160-0023 東京都新宿区西新宿七丁目18番5号（中央第7西新宿ビル） マイナスドライバーを本体とアタッチメント
☎（03）3363-1331㈹ FAX（03）3363-3335 の爪の間に入れ回転させ爪を浮かせた
■大阪営業所 〒530-0041 大阪府大阪市北区天神橋二丁目北1番21号（八千代ビル東館） 状態で取り外してください。
☎（06）6353-9205㈹ FAX（06）6353-9273
■熊本営業所 〒861-2106 熊本県熊本市東野二丁目10番23号 ＊圧着端子は端子幅６ｍｍ以下をご使用願います
☎（096）214-6507㈹ FAX（096）214-6510 ＊締め付けトルク：０．５Ｎ・ｍ（５ｋｇｆ・ｍ） 　＊通電中は感電の恐れがある為、端子に触らないで下さい

＊極性（＋、－）がある配線は極性に注意して配線をしてください
＊リレー接点出力にて、「Ｃ：コモン」、「ＮＯ：ノーマルオープン」となります
＊ＳＳＲ駆動用出力はＳＳＲ側の入力と極性をあわせて接続して下さい

図番：２０－０７８６－Ａ ＊ＣＴ入力は指定のカレントトランスを使用して下さい（ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｈ）

リレーの寿命がＰＩＤと比較して長くなります
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出力が頻繁に入り切りするのでリレーの寿命が短い ＰＩＤ制御より温度の振れ幅が大きい制御となります
ＯＮ／ＯＦＦ制御に比較して良い制御結果が得られます
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ﾏﾙﾁ入力（電流・電圧のみ） 端子配列電圧DC0-1V

　　　　　　　　　　　　
取り扱いを誤った場合、使用者が死亡又は感電、火傷を負う危険が想定される場合

　　　　　　　　　　　　
取り扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うか又は機器を損傷するおそれがのある場合
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表１　ﾀｲﾏﾓﾆﾀ（残時間を表示）：運転ﾓｰﾄﾞ 表７　type　Bﾓｰﾄﾞ設定：SET4 項８ 表１４　ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定：SET5～11 項5 表２１　ﾀｲﾏ1・2・3機能設定
番号 電流／電圧 　　　　　　　　　　：SET14・15・16 項1 基本ﾌﾛｰ 設定項目選択場面ﾌﾛｰ

0 0～9999 番号    （入力・制御・ＯＵＴ設定モードのみ）
1              (ﾃﾞｼﾞｯﾄ) 1
2 2 　　　SET1:入力1設定ﾓｰﾄﾞ

表１５　ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定：SET5～11 項7 3
表２　入力種類設定：SET1 項１、SET2 項1 表８　ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ種類設定：SET4 項12 番号 4

番号 入力種類 測定／設定範囲 番号 ＊＊0 5 　４秒後 　　　▼/▲ｷｰ
0 Ｋ熱電対 -200.0～1372.0 1 ＊＊1 6
1 Ｊ熱電対 -200.0～1200.0 2 番号 7 　　　SET4:制御設定ﾓｰﾄﾞ
2 Ｔ熱電対 -200.0～400.0 3 ＊0＊ 8 ＭＯＤＥキー　２秒  　　　ＭＯＤＥキー　２秒

3 Ｅ熱電対 -200.0～1000.0 4 ＊1＊ 9
4 Ｒ熱電対 -50～1768 5 ＊2＊ 10 　　　▼/▲ｷｰ
5 Ｓ熱電対 -50～1768 表９　AT感度設定：SET4 項14 ＊3＊ 11      ＭＯＤＥキー　   　　　ＭＯＤＥキー　

6 Ｂ熱電対 0～1800 　　　　主制御感度設定：SET4 項２８ 番号 12 　　　SET5・6・7・8:
7 Ｎ熱電対 -200.0～1300.0 　　　　副制御感度設定：SET4 項４０ 0＊＊ 13             OUT1・2・3・4設定ﾓｰﾄﾞ
8 Ｕ熱電対 -200.0～400.0 　　　　SV許容幅設定：SET14・15・16 項3 1＊＊ 14 ＊設定項目選択画面及び各設定画面は無操作２分間で運転モードへ復帰します
9 Ｌ熱電対 -200.0～900.0          PV表示色切り替え幅：SET18 項6 2＊＊
10 WRe5-26 0～2300 電流／電圧 表２２　ON/OFFﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定　 　　　以下の操作フローはＳＥＴ１、ＳＥＴ４、ＳＥＴ５・６・７・８で主に使用するパラメータです
11 PR40-20 0～1880 0～9999(ﾃﾞｼﾞｯﾄ) 表１６　ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定：SET5～11 項8 　　　　　　　　：SET14・15・16 項4・5 ＳＥＴ１：入力１設定モード ＳＥＴ４：制御設定モード
12 PLⅡ 0.0～1390.0 番号 　　　　　残時間ﾓﾆﾀ ＊パラメータとして表示されない項目 　＊パラメータとして表示されない項目
13 Ｐt100 -200.0～850.0 表１０　主（副）制御OFF点位置設定 ＊＊0 　　　　　　　　：SET14・15・16 項7 　　もあります。 　　　もあります。
14 ＪＰt100 -200.0～510.0 　　　　　　　　　　　　：SET4 項２９・４１ ＊＊1 00:00
15 DC0-10mV -19999～29999 　　　　　ﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ設定：制御設定ﾓｰﾄﾞ項４３ ＊＊２ ～99:59 　　　SET1:入力1設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET4:制御設定ﾓｰﾄﾞ 　　　17.積分時間設定
16 DC0-1V -19999～29999 電流／電圧 ＊＊３ 　　　(0～3600秒)
17 DC0-5V -19999～29999 -9999～9999 番号 表２３　通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定：SET17 項2
18 DC1-5V -19999～29999               ﾃﾞｼﾞｯﾄ ＊0＊  ＊　＊　＊　＊ MODEｷｰ MODEｷｰ
19 DC0-10V -19999～29999 ＊1＊                1:1bit,2:2bit
20 DC4-20mA -19999～29999 表１１　接続先設定：SET5～11 項1 ＊2＊    N:無し,ｏ:奇数,E:偶数 　　　1.入力種類設定 　　　3.SVﾘﾐｯﾀ上限設定 　　　18.微分時間設定

＊入力２種類設定(SET2 項１)は１６から２０まで 番号 ＊3＊    7:7bit,8:8bit 　　　（表２参照） 　　　(SV設定範囲下限～SLH) 　　　(0～3600秒)
表３　ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ機能設定：SET3 項1 0 番号    N:無し,b:有り

番号 1 0＊＊ MODEｷｰ MODEｷｰ
＊0 2 1＊＊ 表２４　通信速度設定：SET17 項3 キャラクタ標記
＊1 3 2＊＊ 数字 0 1 2 　　　4.SVﾘﾐｯﾀ下限設定 　　　19.主制御比例周期設定
＊2 4 2.4 　　　(SLL～SV設定範囲上限) 　　　(0.1～120.0秒)
＊3 5 表１７　ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定：SET5～11 項9 4.8 　　　(出力１がＳＳＲ出力の場合は
＊4 6 番号 9.6 3 4 5 MODEｷｰ 　　　 １秒となります）
＊5 7 ＊０ 19.2
＊6 8 ＊１ 38.4 　　　6.制御種類設定 　　　28.主制御感度設定
＊７ 9 番号 6 7 8 　　　（表５参照） 　　　(表9参照）
＊８ 10 ０＊ 表２５　通信切替え設定：SET17 項6
番号 11 １＊ 番号 MODEｷｰ
０＊ 12 0 9 マイナス ピリオド
１＊ 13 表１８　伝送出力機能設定：SET5・6 項11 1 　　　7.PID制御ﾀｲﾌﾟ設定
２＊ 14 番号 2 　　　（表６参照） SET5・6・7・8・9・10・11
３＊ 15 ＊1 3 斜線 ：OUT1・2・3・4・5・6・7設定モード
４＊ 16 ＊2 MODEｷｰ 　＊パラメータとして表示されない項目も
５＊ 17 ＊3 　　　あります。

　＊ＳＥＴ7～11は「１７」は無し ＊4 Ａ Ｂ（ｂ） Ｃ 　　　8.TYPE Bﾓｰﾄﾞ設定
表４　制御ﾓｰﾄﾞ設定：SET4 項５ 表１２　ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定：SET5～11 項2 番号 　　　（表７参照）

記号 ｷｬﾗｸﾀ 内容 番号 0＊ 　　　SET5・6・7・8・9・10・11:
＊＊0 1＊ Ｄ（ｄ） Ｅ Ｆ MODEｷｰ             OUT1・2・3・4・5・6・7設定ﾓｰﾄﾞ
＊＊1
＊＊2 表１９　CT接続先設定：SET12 項1・4 　　　9.正動作逆動作設定
＊＊3 番号 Ｇ Ｈ Ｉ 　　　(0:正動作/1:逆動作)
＊＊4 1 　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定
＊＊5 2 MODEｷｰ 　　　（表12参照）
＊＊6 3 Ｋ Ｌ Ｍ
＊＊7 4 　　　12.ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ種類設定 MODEｷｰ
＊＊8 5 　　　（表８参照）
番号 6 Ｎ Ｏ Ｐ 　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定
＊0＊ 7 MODEｷｰ 　　　(表13参照）
＊1＊
＊2＊ 表２０　DI機能･極性設定：SET13 項1・2 ＤＩ状態によるバンク選択表 Ｒ Ｓ Ｔ（ｔ） 　　　15.AT起動画面 MODEｷｰ

表５　制御種類設定：SET4 項６ ＊3＊ 　＊　　＊　　＊　　＊ ＤＩ１ 　　　(▲又は▼ｷｰで起動停止)
番号 主制御 副制御 ＊4＊ DI1設定 ０ バンク０ 　　　(AT中はPV/SV表示) 　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定

0 無し 無し ＊5＊ DI2設定 1 バンク１ Ｕ Ｖ Ｗ MODEｷｰ 　　　（表13参照）
1 ＰＩＤ 無し ＊6＊ DI3設定
2 ＯＮ／ＯＦＦ 無し ＊7＊ DI4設定 ＤＩ２ ＤＩ１ 　　　16.比例帯設定 MODEｷｰ
3 ＰＩＤ ＰＩＤ 番号 番号 ０ ０ バンク０ Ｙ 　　　(0.1～200.0%)
4 ＰＩＤ ＯＮ／ＯＦＦ 0＊＊ ｱｸﾃｨﾌﾞ ０ 1 バンク１ 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定
5 ＯＮ／０ＦＦ ＯＮ／ＯＦＦ 1＊＊ 0 無し 無し 1 ０ バンク２ 　　　(0:ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ
6 位置比例 位置比例 2＊＊ 1 ﾊﾞﾝｸ切替 ﾊﾞﾝｸ切替 1 1 バンク３ １７へ 　　　 1:ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ）

2 ＭＤ READY
表６　PID制御ﾀｲﾌﾟ設定：SET4 項７ 表１３　ｲﾍﾞﾝﾄ上限･下限設定 3 AUTO MANUAL ＤＩ３ ＤＩ２ ＤＩ１

番号 制御タイプ 　　　　　　　　　　：SET5～11 項3・4 4 逆動作 正動作 ０ ０ ０
0 ｔｙｐｅ　Ａ（ﾉｰﾏﾙ） 　　　　　伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限・下限設定 5 AT停止 AT起動 ０ ０ 1
1 ｔｙｐｅ　Ｂ（ｵｰﾊﾞｰｼｭﾄ抑制） 　　　　　　　　　　：SET5・6 項12・13 6 ﾀｲﾏｽﾄｯﾌﾟ ﾀｲﾏｽﾀｰﾄ ０ 1 ０
2 ｔｙｐｅ　Ｃ（外乱抑制） 電流／電圧 番号 ０ 1 1

-19999から29999 0 1 ０ ０
             (ﾃﾞｼﾞｯﾄ) 1 1 ０ 1

＊ＤＩ機能はオプションです 1 1 ０
1 1 1

ＭＡＮ ﾏﾆｭｱﾙ

ＴＩＭＥ２

ＴＩＭＥ１ ﾀｲﾏ1動作

ＴＩＭＥ３ ﾀｲﾏ3動作

ﾀｲﾏ2動作

画面逆送り
ENT

ﾊﾞﾝｸ切り替え

押し時間４秒

AUTO/MANUAL切り替え

無し
押し時間１秒
押し時間２秒
押し時間３秒

ＲＵＮ 制御開始

正動作
逆動作

押し時間５秒

ＲｄＹ 制御停止
無し

ＰＶｲﾍﾞﾝﾄ機能

伝送出力（アナログ出力時）

ﾀｲﾏ2ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

機能
無し
有り

付加機能

熱電対／測温抵抗体
-1999.9～2999.9℃

-1999～2999℃

機能
無し

CT1異常
CT2異常

CT1異常+CT2異常
付加機能

ﾀｲﾏ３出力

RUN/MANﾓｰﾄﾞのみ
RUNﾓｰﾄﾞのみ

全ﾓｰﾄﾞ

保持
ﾃﾞｨﾚｲ

保持＋ﾃﾞｨﾚｲ
制御ﾓｰﾄﾞ連動機能

制御モード／制御停止

種類

押し時間設定

有り

無しﾀｲﾏ２ＯＮディレイ出力

ﾀｲﾏ１ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力
付加機能

無し
機能

各パラメータの番号とその内容

機能設定
機能無し
桁移動

01:00（上段）←onﾃﾞｨﾚｲ
01:00（下段）←offﾃﾞｨﾚｲ
動作中は〔：〕点滅、▲/▼ｷｰで残時間変更可能

主ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ

無し

主ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ(主／副PID)
副ｾﾙﾌﾁｭｰﾆﾝｸﾞ(主／副PID)

制御ﾓｰﾄﾞ連動機能

ﾃﾞｨﾚｲ
保持＋ﾃﾞｨﾚｲ

主／副ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ(主／副PID)

熱電対／測温抵抗体

AT開始／AT停止
ﾀｲﾏ　ｽﾀｰﾄ／ﾘｾｯﾄ

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ 熱電対／測温抵抗体
0.0～999.9℃

全ﾓｰﾄﾞ

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　弱
ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　中 0～999℃
ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄ抑制　強

0.0～999.9℃,0～999℃

熱電対／測温抵抗体

ＲＵＮ出力

偏差上限

-999.9～999.9℃
-999～999℃

内容
主出力

ﾀｲﾏ２ＯＦＦディレイ出力

ＲＤＹ出力

偏差範囲
絶対値上下限

ﾀｲﾏ３ＯＮディレイ出力
ﾀｲﾏ３ＯＦＦディレイ出力

ﾀｲﾏ３ＯＮ＋ＯＦＦディレイ出力

偏差上下限

偏差下限

副出力
ｲﾍﾞﾝﾄ出力

ﾀｲﾏ１出力

ﾀｲﾏ２出力

ﾀｲﾏ１ＯＦＦディレイ出力
ﾀｲﾏ1ＯＮディレイ出力

付加機能

絶対値上限
絶対値下限
絶対値範囲

無し
保持

MV1（主操作量）出力
MV2（副操作量）出力

PV（測定値）出力
SV（設定値）出力

保持

伝送内容

RUN/MANﾓｰﾄﾞのみ
RUNﾓｰﾄﾞのみ

ｵｰﾌﾟﾝｱｸﾃｨﾌﾞ

内容
ｵｰﾄｽﾀｰﾄ

ﾏﾆｭｱﾙｽﾀｰﾄ
SVｽﾀｰﾄ
DI1ｽﾀｰﾄ
DI2ｽﾀｰﾄ
ＤＩ３ｽﾀｰﾄ
ＤＩ４ｽﾀｰﾄ

ＯＵＴ３に接続（オプション）

ｲﾍﾞﾝﾄ1ｽﾀｰﾄ
ｲﾍﾞﾝﾄ2ｽﾀｰﾄ
ｲﾍﾞﾝﾄ3ｽﾀｰﾄ
ｲﾍﾞﾝﾄ4ｽﾀｰﾄ

極性選択
ｸﾛｰｽﾞｱｸﾃｨﾌﾞ

接続先

内容
2400bps

ＯＵＴ４に接続（オプション）

正逆動作

機能選択

19200bps

4800bps

RUNﾓｰﾄﾞのみ

ＯＵＴ５に接続（オプション）

全ﾓｰﾄﾞ
RUN/MANﾓｰﾄﾞのみ

ＯＵＴ６に接続（オプション）
ＯＵＴ７に接続（オプション）

保持＋待機＋ﾃﾞｨﾚｲ
制御ﾓｰﾄﾞ連動機能

ﾃﾞｨﾚｲ

保持

待機＋ﾃﾞｨﾚｲ

38400bps

同時昇温ｽﾚｰﾌﾞ

ＯＵＴ１に接続
ＯＵＴ２に接続

待機

保持＋待機
保持＋ﾃﾞｨﾚｲ

書き込み可

無し

同時昇温ﾏｽﾀ

書き込み禁止
内容

ｲﾍﾞﾝﾄ5ｽﾀｰﾄ
ｲﾍﾞﾝﾄ6ｽﾀｰﾄ
ｲﾍﾞﾝﾄ７ｽﾀｰﾄ

時：分又は分：秒

9600bps

バンク７

バンク０
バンク１
バンク２
バンク３
バンク４
バンク５
バンク６

電源投入

初期画面

運転モード

設定項目選択画面

ＳＥＴ１～ＳＥＴ20各設定



設定項目選択画面 ＳＥＴ１：入力１設定モード ＳＥＴ２：入力２設定モード ＳＥＴ４：制御設定モード
（選択していない機能は表示しません）

　　　SET1:入力1設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET16:ﾀｲﾏ3設定ﾓｰﾄﾞ 　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　0:設定項目選択画面 　　　15.AT起動画面 　　　30.主制御感度設定 　　　45.副制御　保護ﾀｲﾏ
　　　(▲又は▼ｷｰで起動停止) 　　　(表9参照）        (0～99分)
　　　(AT中はPV/SV表示)        電圧／電流入力は初期値「10」

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

       SET2:入力2設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET17通信設定ﾓｰﾄﾞ 　　　1.入力１種類設定 　　　1.入力２種類設定 　　　1:ﾊﾞﾝｸ設定 　　　16.比例帯設定 　　　31.主制御OFF点位置設定 　　　46.ﾏﾆｭｱﾙﾘｾｯﾄ設定
　　　（表２参照） 　　　（表２参照） 　　　(ﾊﾞﾝｸ0～ﾊﾞﾝｸ7) 　　　(0.1～200.0%) 　　　(表10参照） 　　　(0.0～100.0%)

　　　▼/▲ｷｰ ▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
       2.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定

　　　SET3:ｷｰ機能設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET18:初期設定ﾓｰﾄﾞ 　　　2.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定        (FSL2～SV設定範囲上限) 　　　2.制御設定 　　　17.積分時間設定 　　　32.主制御　保護ﾀｲﾏ 　　　47.ﾃﾞｯﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ設定
　　　(FSL1～29999ﾃﾞｼﾞｯﾄ)        (単位は入力1の入力種類 　　　(SVﾘﾐｯﾀ下限～SVﾘﾐｯﾀ上限) 　　　(0～3600秒)        (0～99分) 　　　（表10参照）
　　　＊電流電圧入力のみ         設定による)

　　　▼/▲ｷｰ ▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
       3.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定 　　　3.SVﾘﾐｯﾀ上限設定

　　　SET4:制御設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET19:優先画面設定ﾓｰﾄﾞ 　　　3.ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定        (SV設定範囲下限～FSH2) 　　　温度入力：SLL+5.0(5)～ 　　　18.微分時間設定 　　　33.副制御操作量 　　　48.ﾗﾝﾌﾟ時間設定
　　　(-19999～FSH1ﾃﾞｼﾞｯﾄ)        (単位は入力1の入力種類 　　　　　　　　　ＳＶ設定範囲上限 　　　(0～3600秒) 　　　(MLL2～MLH2) 　　　(温度：0.0～999.9℃/分)
　　　＊電流電圧入力のみ         設定による) 　　　ｱﾅﾛｸﾞ入力：SLL+50～SV       (ｱﾅﾛｸﾞ：0～9999ﾃﾞｼﾞｯﾄ/分)

　　　▼/▲ｷｰ ▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ         設定範囲上限 MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
　　　4.SVﾘﾐｯﾀ下限設定

　　　SET5:OUT1設定ﾓｰﾄﾞ 　　　SET20:ﾊﾞﾝｸ設定ﾓｰﾄﾞ 　　　4.PV補正ｹﾞｲﾝ設定 　　　4.PV補正ｹﾞｲﾝ設定 　　　温度入力：SV設定範囲下限 　　　19.主制御比例周期 　　　34.副制御出力ｹﾞｲﾝ設定 　　　49.ﾊﾞﾙﾌﾞﾓｰﾀｽﾄﾛｰｸ時間
　　　(0.500～2.000倍) 　　　(0.500～2.000倍) 　　　　　　　         ～SLH-5.0(5) 　　　(0.1～120.0秒) 　　　(0.0～1000.0%) 　　　　　設定

　　　SSR駆動出力は初期値1秒 　　　(0.1～999.9秒)
　　　▼/▲ｷｰ ▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ        ～(SLH-50) MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

１へ 　　　5.PV補正ｾﾞﾛ設定 　　　5.PV補正ｾﾞﾛ設定
　　　SET6:OUT2設定ﾓｰﾄﾞ 　　　(温度:-999.9～999.9℃ 　　　(-9999～9999) 　　　5.制御ﾓｰﾄﾞ設定 　　　20.ｱﾝﾁﾘｾｯﾄﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 　　　35.副制御比例帯設定 　　　50.ﾊﾞﾙﾌﾞﾓｰﾀﾄﾞﾗｲﾌﾞﾃﾞｯﾄﾞ

                -999～999℃)        (単位は入力1の入力種類 　　　（表４参照） 　　　(0.0～110.0%) 　　　(0.10～10.00倍) 　　　　　ﾊﾞﾝﾄﾞ設定
運転モード 　　　(ｱﾅﾛｸﾞ:-9999～9999ﾃﾞｼﾞｯﾄ)         設定による)         0.0で機能OFF 　　　(0.0～100.0%)

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
　　　21.主制御操作量ﾘﾐｯﾀ

　　　SET7:OUT3設定ﾓｰﾄﾞ 　　　1.PV/SV画面 　　　6.入力ﾌｨﾙﾀ設定 　　　6.入力ﾌｨﾙﾀ設定 　　　6.制御種類設定 　　　　　上限設定 　　　36.副制御比例周期設定 　　　51.AT終了後初期開度
　　　(0.0～99.9秒) 　　　(0.0～99.9秒) 　　　（表５参照） 　　　 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：MLL1～100.0(%) 　　　(0.1～120.0秒) 　　　(0.0～100.0%)

　　　 ｱﾅﾛｸﾞ：MLL1～110.0(%)
　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　7.小数点位置設定        7.ﾛｰｶﾙ/ﾘﾓｰﾄ切り替え 　　　22.主制御操作量ﾘﾐｯﾀ 　　　37.副制御操作量ﾘﾐｯﾀ 0へ
　　　SET8:OUT4設定ﾓｰﾄﾞ 　　　2.ﾀｲﾏ1ﾓﾆﾀ 　　　(温度:0/0.0)          0:ﾛｰｶﾙ 　　　7.PID制御ﾀｲﾌﾟ設定 　　　　　下限設定 　　　　　上限設定

　　　（表1参照） 　　　(ｱﾅﾛｸﾞ:0/0.0/0.00 　　　（表６参照） 　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：0.0～MLH1(%) 　　　 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：MLL2～100.0(%)
0.000/ 0.0000) 　　　ｱﾅﾛｸﾞ：-10.0～MLH1(%) 　　　 ｱﾅﾛｸﾞ：MLL2～110.0(%)

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
０へ ０へ 　　　23.主制御操作量変化率 　　　38.副制御操作量ﾘﾐｯﾀ

       SET9:OUT５設定ﾓｰﾄﾞ 　　　3.ﾀｲﾏ2ﾓﾆﾀ 　　　8.type　Bﾓｰﾄﾞ設定 　　　　　ﾘﾐｯﾀ上昇設定 　　　　　下限設定
　　　（表1参照） ＳＥＴ３：キー機能設定モード 　　　（表７参照） 　　　(0.0～549.9%) 　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：0.0～MLH2(%)

　　　0.0で機能OFF 　　　ｱﾅﾛｸﾞ：-10.0～MLH2(%)
　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　0.設定項目選択画面 　　　24.主制御操作量変化率 　　　39.副制御操作量変化率
       SET10:OUT6設定ﾓｰﾄﾞ 　　　4.ﾀｲﾏ3ﾓﾆﾀ 　　　9.正動作逆動作設定 　　　　　ﾘﾐｯﾀ下降設定 　　　　　ﾘﾐｯﾀ上昇設定

　　　（表1参照） 　　　(0:逆動作/1:正動作) 　　　(0.0～549.9%) 　　　(0.0～549.9%)
MODEｷｰ 　　　0.0で機能OFF 　　　0.0で機能OFF

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ 　　　1.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ１ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
　　　　機能設定　（表３参照） 　　　40.副制御操作量変化率

       SET11:OUT7設定ﾓｰﾄﾞ 　　　5.優先画面1 　　　(ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ1から迄順番 　　　10.主制御操作量 　　　25.主制御ソフトスタート 　　　　　ﾘﾐｯﾀ下降設定
　　　（優先画面1から        　　に表示） 　　　(MLL1～MLH1) 　　　　　出力設定 　　　(0.0～549.9%)
　　　　16迄順番に表示） MODEｷｰ 　　　 (MLL1～MLH1%) 　　　0.0で機能OFF

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
       5.ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ5        26.主制御ソフトスタート 　　　41.副制御異常時操作量

　　　SET12:CT設定ﾓｰﾄﾞ 　　　20.優先画面16　　 　　　　機能設定 　　　11.主制御出力ｹﾞｲﾝ設定 　　　　　時間設定 　　　　　設定
　　　　（表３参照） 　　　(0.0～1000.0%)         (00:00～99:59分) 　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：0～100.0%
MODEｷｰ         00:00分設定で機能OFF 　　　ｱﾅﾛｸﾞ：-10.0～110.0%

　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
１へ 　　　6.ｷｰﾛｯｸ設定ﾓｰﾄﾞ 　　　27.主制御異常時操作量

　　　SET13:DI設定ﾓｰﾄﾞ 　　　(0:OFF,1:全ﾛｯｸ, 　　　12.ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ種類設定 　　　　　設定 　　　42.副制御ﾙｰﾌﾟ異常時間設定
　　　 2:運転ﾓｰﾄﾞﾛｯｸ, 　　　（表８参照） 　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ：0.0～100.0% 　　　(0～9999秒)
　　　 3.運転ﾓｰﾄﾞ以外ﾛｯｸ) 　　　ｱﾅﾛｸﾞ：-10.0～110.0%

　　　▼/▲ｷｰ ０へ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　SET14:ﾀｲﾏ1設定ﾓｰﾄﾞ 　●工場出荷初期設定からのＯＮ／ＯＦＦ制御への設定変更 　　　13.AT係数設定 　　　28.主制御ﾙｰﾌﾟ異常時間 　　　43.副制御感度設定
運転モード表示 　　　(0.1～10.0倍) 　　　　　設定 　　　（表9参照）

　　　(0～9999秒)
　　　▼/▲ｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　SET15:ﾀｲﾏ2設定ﾓｰﾄﾞ 　　　14.AT感度設定 　　　29.主制御OFF点位置 　　　44.副制御OFF点位置設定
　　　　　　ＭＯＤＥキー２秒押 　 　　△キー２回押 　　　ＭＯＤＥキー１回押 　　　　△キーにて「０」から 　　　（表９参照） 　　　　　選択設定 　　　(表10参照）

＊工場出荷初期設定の　　　　　　１にＯＮ／ＯＦＦ制御　　　　 　　　　「１」に変更後、ＭＯＤＥ 　　　(0:SV,1:上,2:中,3:下)
　　　▼/▲ｷｰ 　 が設定されています。 　　　　キー２秒押で運転モー MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

１6へ ＊ＯＮ／ＯＦＦ制御に設定した場合の感度幅は１℃です 　　　　ドへ戻ります １５へ ３０へ ４５へ

操作フロー図

       ｱﾅﾛｸﾞ入力：SV設定範囲下限



ＳＥＴ５・６：ＯＵＴ１・２設定モード ＳＥＴ７・８・９・10・11 ＳＥＴ１２：ＣＴ設定モード ＳＥＴ１４・１５・１６ ＳＥＴ１７：通信設定モード ＳＥＴ１８：初期設定モード
：ＯＵＴ３・４・５・６・７設定モード ：タイマ１・２・３設定モード （このモード設定はパスワード入力が必要） MODEｷｰ

　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　0.設定項目選択画面 　　　12.設定値ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ
　　　(FUNCｷｰ２秒押しでﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ)

MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ
　　　1.接続先設定 　　　1.通信ﾌﾟﾛｺﾄﾙ設定 　　　1.ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ解除
　　　（表11参照） 　　　1.接続先設定 　　　1.CT1接続先設定 　　　1.機能設定        (0:TOHO 　　　(4桁の数値を変更しMODE 　　　13.設定値の初期化
       (ＯＵＴ２は初期値「２」と 　　　（表１１参照） 　　　（表１９参照） 　　　（表２1参照） 　　　 1:MODBUS(RTU) 　　　　ｷｰを押して解除） 　　　(0:工場出荷時設定,1:ﾊﾞｸｱｯﾌﾟ設定)
　　　なります）         2:MODBUS(ASCII))        (0000～9999) 　　　(FUNCｷｰ２秒押しで初期化)
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　14.ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定
　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　2.ｲﾍﾞﾝﾄ機能1設定 　　　2.CT1電流値ﾓﾆﾀ 　　　2.単位設定 　　　2.通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 　　　2.PV通常表示色 　　　(４桁の数値を変更しFUNC
　　　（表12参照） 　　　（表１２参照） 　　　(0.0～50.0A) 　　　(1:時／分 　　　（表２３参照） 　　　(0:緑,１:赤,2:橙，3:自動) 　　　 ｷｰ２秒押しで設定/解除)

　　　 2:分／秒)        (0000～9999)
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

０へ
　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　3.ｲﾍﾞﾝﾄ上限設定 　　　3.CT1異常電流値設定 　　　3.SV許容幅設定 　　　3.通信速度設定 　　　3.PV色自動表示ロウ
　　　(表13参照） 　　　（表１３参照） 　　　(0.0～30.0A) 　　　（表９参照） 　　　（表２４参照） 　　　(0:緑,１:赤,2:橙) ＳＥＴ１９：優先画面設定モード

       0.0で機能OFF
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　0.設定項目選択画面
　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定 　　　4.ｲﾍﾞﾝﾄ下限設定 　　　4.CT2接続先設定 　　　4.ONﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　4.通信ｱﾄﾞﾚｽ設定 　　　4.PV色自動表示ミドル
　　　（表13参照） 　　　（表１３参照） 　　　（表１９参照） 　　　（表２２参照） 　　　(TOHO:1～99局) 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)

       (MODBUS:1～247局) MODEｷｰ
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　1.優先画面1設定
　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定 　　　5.ｲﾍﾞﾝﾄ感度設定 　　　5.CT2電流値ﾓﾆﾀ 　　　5.OFFﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　5.応答遅延時間設定 　　　5.PV色自動表示ハイ
　　　（表14参照） 　　　（表１４参照） 　　　(0.0～50.0A) 　　　（表２２参照） 　　　(0～250ms) 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)

MODEｷｰ
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　16.優先画面16設定
　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　6.ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾏ設定 　　　6.CT2異常電流値設定 　　　6.繰り返し回数設定 　　　6.通信切り替え設定 　　　6.PV表示色用切り替え幅
　　　(0～9999秒) 　　　(0～9999秒) 　　　(0.0～30.0A) 　　　(0～99回） 　　　（表２５参照）        (表９参照)

       0.0で機能OFF 　　　＊「０」で無限回数 MODEｷｰ
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ ０へ

０へ ０へ 　　　＊優先画面1～16が順番に表示
　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定 　　　7.ｲﾍﾞﾝﾄ機能2設定 　　　7.残時間ﾓﾆﾀ 　　　7.PVｲﾍﾞﾝﾄ出力時表示色
　　　(PV異常) 　　　(PV異常) 　　　（表２２参照） 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)
　　　(表１５参照） 　　　(表１５参照） ＳＥＴ１３：ＤＩ設定モード 　　　(▲/▼ｷｰでﾀｲﾏ起動/停止) ＳＥＴ２０：バンク設定モード
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

０へ
　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定 　　　8.ｲﾍﾞﾝﾄ機能3設定 　　　0.設定項目選択画面 　　　8.PV異常時表示色 　　　0.設定項目選択画面
　　　（CT異常） 　　　（CT異常） ＊タイマー２・３は設定モードは になります。 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)
　　　（表１６参照） 　　　（表１６参照） 又、各チャラクタの一番右の数字がタイマー２は「２」、タイマー３は「３」と
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ なります。 MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定 　　　9.ｲﾍﾞﾝﾄ機能4設定 　　　1.機能設定 　　　9.CT異常時表示色 　　　1.ﾊﾞﾝｸ選択1設定
　　　（ﾙｰﾌﾟ異常） 　　　（ﾙｰﾌﾟ異常） 　　　（表２０参照） 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)
　　　（表１７参照） 　　　（表１７参照）
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定 　　　10.ｲﾍﾞﾝﾄ極性設定 　　　2.極性設定 　　　10.ﾙｰﾌﾟ異常時表示色 　　　16.ﾊﾞﾝｸ選択16設定
　　　(0:ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ 　　　(0:ﾉｰﾏﾙｵｰﾌﾟﾝ 　　　（表２０参照） 　　　(0:緑,１:赤,2:橙)
　　　 1:ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ） 　　　 1:ﾉｰﾏﾙｸﾛｰｽﾞ）
MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ MODEｷｰ

０へ ０へ ０へ
　　　11.伝送出力機能設定 　　　＊ＯＵＴ４は                OUT５は 　　　11.ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ一時呼び出し設定 　　　＊ﾊﾞﾝｸ選択1～16が順番に表示
　　　（表１８参照） 　　　　 ＯＵＴ６は　　　　　　　ＯＵＴ７は 　　　(0:ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ無効)

　　　　となります。 　　　(1:ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ有効)
MODEｷｰ 　　　＊ＯＵＴ４は「３」の数字が「４」、ＯＵＴ５は「５」、ＯＵＴ６は「６」、ＯＵＴ７は「７」になります。

　　　12.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ上限設定        　ＰＶ／ＳＶブラインド設定画面 　　各ＳＥＴ内 左記★の内容
　　　（表１３参照） ●ブラインド設定モードへの遷移 　　　　ＦＵＮＣキーにて設定します。下側（赤）の文字が １）ブラインドモードになると各キャラクタの

　　　　消えている状態でブラインドとなります。 　　　　ＭＯＤＥキーにて変更 　下（ＳＶ表示部）に「ｏｎ」，「ｏＦＦ」が表示されます。
MODEｷｰ 初期値表示４秒 運転モード表示 ★ 　★ ★ ★ 　　「ｏｎ」で表示、「ｏＦＦ」で非表示（ブラインド）

　されます。
　　　13.伝送ｽｹｰﾘﾝｸﾞ下限設定 ２）ブラインドモードでのキャラクタの変更は「ＦＵＮＣ」
　　　（表１３参照） 　 キーを押す事により行います。

ブラインド設定モードを終了する方法
MODEｷｰ 　　　☆１ 　　　☆１ 　　　☆１ 　１）電源をＯＦＦ後、再度電源を投入すると初期画面

０へ 表示ブリンク後 ＭＯＤＥキー１回押しで 　　　表示後「運転モード画面」に戻ります。
ＭＯＤＥキ１０秒押 ＦＵＮＣキー押 　ＭＯＤＥキー 　　　　　　から 　　　☆１の画面で △▽キーにて変更 　２）各ＳＥＴ画面から３秒間「ＭＯＤＥ」キーを押し続ける

　＊ＯＵＴ２は　　　　　　　となります。 その後ＭＯＤＥキー押 が順番に表示します。　　　ＭＯＤＥキー （型式により表示されない 　　　と、［ＰＶ／ＳＶブラインド設定画面」に移行します。
　　　３秒押し 　項目もあります） 　　　その後、「ＭＯＤＥ」キーを約１０秒間押し続けると

　＊ＯＵＴ２は「１」の数字が「２」になります。 　　　「運転モード画面」に戻ります。
　　　

電源投入


